
飯舘村民の避難生活の現状 　　福島県飯舘村　　菅野　榮子

・自己紹介

７６歳、　子供と孫は埼玉県に避難していて、一人で伊達市の仮設住宅で避難生活

事故前は、酪農を４６年余やっていて、７０歳を契機に廃止して、その後は有機栽培で安全

安心な高原野菜を中心とした農家で、味噌、凍み豆腐、凍み餅や漬物の加工品を製造して

販売していた。

飯舘村には約６,０００人の村民が住んでいました。

良いところが沢山ありました。

水も空気も、山菜もキノコも、野菜も、故郷を離れて知ったことがいっぱいあります。

美しい村としての誇りは、あの豊かな自然と村民の英知と協働の力で創って来たのです。

・支援に対しての御礼

避難生活をしていて、全国の沢山の皆さんにご支援を戴いていることに、衷心より感謝を

申し上げます。

・原発事故による経過

3/11 東日本大震災発生、電気・電話・水道・情報のストップ(3/13夜復旧)

3/12-14 福島第一原発の事故が発生、双葉地方の人々が村に避難してきた

15-16 雨と雪(5-10cm)、高濃度の放射性物質が降りそそぐ

空気線量　　４４．７マイクロシ－ベルト 

4/22 国が全村を計画的避難区域に指定、村は５月末までの計画で避難を開始した

4-7月 家畜の処分、　農業の廃業

７月末 仮設住宅が完成し、ようやく全村民が避難 　

24/7/17 国が村を３分割する区分指定　⇒　村民の分割

・避難の状況（H25.1.1現在）

世帯数 約１,７００　　⇒　　３,１３２世帯に世帯分離

　家族は、３世代同居　⇒　核家族化へ　⇒　離れ離れの生活の始まり 　

避難先 ・　福島市、伊達市、相馬市、南相馬市、川俣町などに多い　 　　　

　伊達東仮設住宅の例　　１２６戸建て　⇒　76世帯　146名が居住

　　　　　　　　　　　1世帯　１．７人　一人暮らしが多く、高年齢の人が殆んどです

・村民の心の変化

これから先のことを想うときに。

２年 ～ ５年へ　　高齢者は、特に長引く避難生活の心労、体調の悪化、先行きの不安を

抱えている。

・忘れられない　忘れてならない原発事故

メデアに対しての対応　⇒　真実を語り、正しい情報を得ること

世界に叫び続けていくことで風化させない。
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・村のまでいな復興計画

(第一版　希望プラン)

　村は、計画避難となり、２年を目途に帰村に向けて努力する。(計画避難指示の当時)

　２４年７月１４日　国が村を３分割する区分指定

　村立幼稚園、小中学校の仮設校舎建設　(村外に)

(第二版)

　村の取組みとして、一人ひとりに寄り添った対応をしますという計画が示されています。

帰らないことも、帰る人も、アンケ－トの結果が出ています。

原発事故によるこの現況の中で、私達は先の見えない未来に向かって何をすれば良いの ？

子や孫たちに何を残せば良いの ？

私達の先祖からの生きてきたのとは異なっていることを実感しています。

・住民の活動

小さな、小さな農業　(自家菜園)

自分の好きなものを作って実生活に役立てる。

村で行ってきたものの継承

　　味噌づくり　⇒　里親の立ち上げ　⇒　３月１０日に仮設住宅で共同で製造した。

　　凍み餅づくり　⇒　長野県小海町との交流による技術の伝承　⇒　販売活動への進展

遠い将来の村のために、培っていた食文化が、やがて飯舘村が再生したときに帰郷する

ことを望んでいます。

・地球環境の偉大さ ∥ 大切さ ∥

人は、自然環境の中で生きていくのが本当の姿ではないでしょうか 。

除染 (今のやり方で) で　果たして安全で安心なのか　？

除染 (自然除染も含めて) は　どんな形で私達の想いに寄り添ってくれるのか分からない

・村の新たな出発　・　再生　・　復興

ホット スポットの放射能に冒されても、村の山河の姿は変わっていない。

　　静かに村人の帰りを待っている。

１００年後 …… イヤ …… ２００年かな ∥　イヤ　…　分からない ∥∥

いつか人が安心して住める時代が必ず訪れる時があるかも。と　思っていますが　？

その時に、今まであった村の文化を　食文化を　までえの心 (精神) 等々 …… 

雄大な山並みの中に帰ってきてくれるのではないかと夢見て、長引く避難生活の日々

を送っています。

今回の原発事故、放射能問題は、世界的に類を見ない大きな事故だと遅ればせながら

実感させられます。

５年とか１０年単位ではない、１００年-２００年という長い年月が必要なのかも。 と

そんな暗い予感もしますが ∥∥

一人ひとりが、自ら様々な情報を集めて、自分で判断し、決定しなければと考える

昨今です。

人間として、安心して安全な地域で生きることを前提にし、残された人生を歩みたい

と 私は思っております。

ご静聴いただきましてありがとうございました。
- ２ - 
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味噌の「天地返し」。飯舘村の伝■C=鱈
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味噌の里親プロジェクトin福島

味噌づくリワークショップエコツアー

日程 :3月 10日 (日 )

会場 :福島県伊達市(仮設住宅内集会所 )

参加費 :8,500円 (大人/子ども共通 )

※座席を利用せず、食事等の必要がない幼児は無料
※往復バス代、保険代、昼食代、体験費用が含まれます

(味噌を持ち帰る場合は別途必要)

定員 :24名 (申 込みは先着順のため、定員に達し次第、

受付終 了となります。ご了承ください。)

【スケジュール】(予定)

7:30新 宿駅西口集合・出発

11:30伊 達市着 (味嗜汁とおにぎりで昼食をとりながら、

被災地の現状を伺います)

12:30～ 13:30味 噌づくリワークショップ(大人から子ど

もまで、趣旨に賛同する県内外のみんなで仕込みます)

14:00福 島出発

19:00新 宿駅西口着・解散予定
※ツアー内容は、天候や交通状況などの事由により変更する場合
もあります。

主催 :味噌の里親プロジェクト

協力 :ヤマキ御用蔵、協同組合品質安全共同センター、
パルシステム連合会 地域活動支援室

■申し込み・問い合わせ

(有 )リ ボーン<エ コツーリズム・ネットワーク>
【丁EL】 03¨ 5363…9216 【FAX】 03-5363-9218
【HP】 httpSi〃 reborn‐japan com/inq― others php
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伝
統
の
味
一絶
・や
一き
な
もヽ

■|1摯●:

飯舘の1保存食‐小海で
町民と避難村民「凍み餅i作 り

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故

を
受
け

，
金
域
が
計
画
的
避
難
区

域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
福
島
県
飯

鏑
村
の
住
民
有
志
が
３．
日
ｒ
南
佐

象
翻

赫
彎

露

一
罐

騨

民
は
福
島
市
や
覇
県‐
伊
達
市
な
ど

に
避
難
も
て
お
り
、
放
射
能
の
心

配
も
あ
つ
て
凍
み
餅
作
り
は
難
し

い
と
い
う
。小
海
町
の
有
志
ら
が
、

伝
統
食
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
と

一
緒
に
作
業
し
た
。

議
れ
た
の
は
、
飯
舘
村
の
伝
続

動
摯
紳
華
い
直
綱
衆
議
喫
錦
マ
囃

７
人
。
飯
鍵
村
の
環
境
に
配
慮
し

た
村
づ
く
り
に
携
わ
っ
た
東
京
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
、
小
海
護
と
も
開

わ
り
が
あ
り
、
一気
温
が
低
く
乾
燥

し
て
い
る
潤
町
の
気
候
が
凍
み
餅

作
り
に
適
し
て
い
る
こ
と
か
ら
実

現
し
た
”　
　
　
　
・一　
　
　
・

小
海
町
豊
里
の
町
農
産
物
加
〓

‐直
売
所
で
、
町
民
有
志
編
人
ほ
ど

が
作
業
を
手
伝
わ
た
「
町
民
一襲
ら

提
供
さ
れ
た
も
ち
米
と
う
る
ち
米

の
粉
を
い
飯
舘
討
か
ら
持
参
し
た

オ
ヤ
マ
ボ
タ
チ
の
葉
を
つ
な‐
ぎ
に

し
て
餅
に
し
、
雨
ど
い
を
使
っ
て

長
さ
識
考
ほ
ど
の
細
長
い
形
に
整

え
た
。
「力
が
い
り
ま
す
ね
Ｌ

「そ

う
そ
う
、
上
手
」
な
ど
と
に
ぎ
や

か
だ
つ
た
０
　
一

作
っ
た
書
は
室
内
で
２
晩
寝
か

せ
て
切
り
分
け
、
わ
ら
で
編
ん
で

水
を
含
ま
せ
凍
ら
せ
た
後
、
”
目

ほ
ど
自
然
乾
爆
さ
せ
る
と
凍
み
餅

に
な
る
。
水
で
戻
し
て
舞
く
な
ど

し
て
食
べ
る
と
い
う
。
３
月
中
旬

ご
ろ
、
小
海
町
の
有
志
ら
が
福
島

導
蒙

跛

騨

議

ど
一６．
‐瀞

蒋

で
は
い
つ
凍
み
餅
を
作
れ
る

よ
う
に
な
る
が
分
か
ら
な
い
が
い

前
を
向
き
ず
場
所
は
変
わ
っ
て
も

技
術
を
残
し
て
い
き
た
い
」
。
町

民
有
志
代
表
の
渡
辺
均
さ
ん
（６３
）

は

「飯
鎮
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も

元
気
を
出
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し

〓難
げケ
■
〓
■
一

滞
在
¨
野
沢
菜
渡
け
を
衝
民
か

ら
教
わ
る
な
ど
し
、
２
日
午
後

■
時
か
ら
、
小
海
町
役
場
で
飯

舘
村
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
報
告

す
る
。
■

・　
　
　
　
　
・
一■緒に凍構 を作る小海蒻と飯舘村の住民

.う


